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第27回愛教研小・中学校道徳教育研究大会

第３分科会

主体的に学びを深め合う
生徒の育成に向けて

ー「問い」を立てる道徳科の
学習活動を通してー

主題設定の理由

◎活発な話合い活動
◎柔軟に他者の考えを受け入れられる

▼教師が投げかけた「問い」のみを考える
→基本的に受け身な姿勢

道徳科の授業

主題設定の理由
「問い」を立てる学習活動を通して、道徳科の授業に

主体的に参加し、学びを深め合う生徒を育成する。

生徒が主体的に学びを深め合う授業構成の工夫

主題名

命について考える
内容項目 Ｄ-(19)生命の尊さ

ねらい

学習を通して、生命あるものが支え合って生きている
ことに気付き、責任をもって自他の生命を尊重しようと
する道徳的実践意欲と態度を育てる。

主題設定の理由
【内容項目Dー(19)生命の尊さ 生徒の実態】

65 22 13
ある 何度かある あまりない ない

① 授業以外で「命」について自分なりに考えたことはあるか

② 「命は大切だ」と言われるがなぜ大切だと思うか（自由記述）

「命の有限性」「連続性」「偶然性」「人との関わり」については○
➡考えた内容が深まっているとは言えない。

・「一人に一つしかなく、途絶えると二度と戻らないものだから。」
・「失われると悲しむ人がいる。」 など

ある ８７％
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生徒が主体的に学びを深め合う授業構成の工夫

教材について

①「いのちの花プロジェクト」
主題【命の価値】
動物愛護センターで殺処分された動物の骨を使っ
て花を育てるプロジェクトの話

②「サルも人も愛した写真家」
主題【命あるものとの向き合い方】
サルを愛して移住した写真家が、害をなすサルの
殺処分の協力を依頼される話

出典：「中学道徳３ とびだそう未来へ」p.81、113（教育出版）

時 主題・教材名 主な学習活動 指導の工夫

１
「命の価値」
いのちの花

プロジェクト

○話を読んだ感想を共有する。
○命の差について考える。

○命との向き合い方について考えをまとめる。

・「命の差」につい
て事前にカード作成

課

題

①授業で書いた感想を共有する。
②友人の感想や、周囲と話したことから考えたことをまとめる。

③次時の教材を読んで、「問い」を考えておく。

・提出箱の共有
（他者参照）

２
３

「命あるもの
との

向き合い方」

サルも人も

愛した写真家

【第２時】
○「問い」の共有、精選をする。
○興味がある「問い」について考える。

【第３時】
○主人公の葛藤を考える。
○アンケートで中心発問を決定する。

○これから命あるものとどう向き合っていくか考
えをまとめる。

・「問い」を立てる
学習活動の展開

・共有ノートの活用
・思考ツールの活用

サルも人も
愛した写真家

生徒が主体的に学びを深め合う授業構成の工夫

いのちの花
プロジェクト

家庭学習

授業への意識付け 生命についての
思いを深める

学びの接続 考えの深化

（２）学びを深め合うための
交流し考える学習の工夫

・提出箱の共有
・共有ノートの活用
・思考ツールの活用
・フレーズ集の提示

生徒が主体的に学びを深め合うための学習活動の工夫

（１）「問い」を立てる学習活動

（１）「問い」を立てる学習活動

【「命の差」について】

・授業開始前に作成
➡考えが揺さぶられ、集中
して「命」について考え
ようとする

・授業を通して
何度も振り返る

➡道徳科の授業で、もっと
考えたいという意欲が
喚起される

「問い」を
立てる（個人）

「問い」を共有
する（小集団）

「問い」を分類
する（小集団）

家庭学習
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「問い」を
立てる（個人）

「問い」を共有
する（小集団）

「問い」を分類
する（小集団）

「全体で考えてみたい」
という意見が多いカード

「問い」の順位
付け（小集団）

共有（全体）

上位には似た内容が
並んでいた。

「問い」を選ぶ
（全体）

中心発問
として使う

選ばれなかった
ものは基本発問
や補助発問に

「問い」を選ぶ
（全体）

中心発問
として使う

愛しているからこ
そ現実から目をそ
らしてはいけない。

サルを育てた責任（け
じめ）として、最期の
お別れがしたい。

駆除はするが最期
は愛情をもって、
自分の手で見送っ
てやりたい。

【中心発問】
なぜ松岡さんは愛したサルの駆除に協力する道を選
んだのだろうか。

選ばれなかった
ものは基本発問
や補助発問に

「問い」を選ぶ
（全体）

中心発問
として使う

（２）学びを深め合うための交流し考える学習の工夫

提出箱の共有
他者参照
多様な考えに
触れる

授業でまとめた感想の共有
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○○さんの意見を読んで、
「命は平等、差はない」
と思っていたけど、「命
の差はあっても、多くの
犠牲のもと生かしても
らっていることを忘れて
はいけない」という考え
に変わった。

友達と命について話
していたら、「そも
そも命って何だろ
う」という疑問が生
まれてきた。

両親と話してみたら、両
親の考えに共感した。
「命とは何か」このよう
な疑問の答えを自分なり
に考えることが大切だと
思った。

友人の感想を読んだり、周りの人と話し
たりして考えたことをまとめる

提出箱の共有

共有ノート・思考ツールの活用

「問い」を立てる学習活動 意見交流
他班から参考になる
考えを取り入れる

共有ノート・思考ツールの活用

主人公の心の葛藤を視覚化

意見を活用
大きさを調節して
葛藤を視覚化

他者参照
途中参照

様々な意見に触れ、
自らの考えをより
深め、広げられた

フレーズ集の提示 「問い」を立てる学習活動

確かにこれって
なんだろう？

これについて、
もう少し考えてみない？

実践を振り返って
命を大切にすることとは、生きている人間だけを大切にするものでは
ないと思った。私たちが生きている限り、何かの命が犠牲になってい
る。そのことに相当な感謝をして生きていきたいと思う。

感謝すべきものが
たくさんあること
に気が付いた。こ
れから先も、責任
と覚悟を持って判
断したいし、大切
にしたいと思う。

このような授業
を受けていたら、
問題になってい
る戦争や自殺が
減っていくので
はないかと思っ
た。
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○生徒全員が「問い」を持って授業に臨んだ
➡生徒が持つ様々な探究心を呼び起こすことで、
問題意識を高められた。

➡主体的に学びを深め合うことにつながった。

○思考ツールや共有ノートを用いた他者参照
➡これまでより多くの意見に自由に触れることで、
学び合いの質を高め、理解が深まった。

研究の成果
●授業の組み立て方法の改善
➡継続した実施、内容の精選、方法の検討
１時間の授業内で十分に行えるのではないか。

●主題を伝えずに「問い」を立てる場合の課題
➡どのようなテーマになっても授業が展開できる
心構えと準備、教材研究が必要

研究の課題

おわりに
魅力的な教材との出合い
他者との対話

道徳的価値について自己
の考えを問い直す

★松山の授業モデル等
★自己の指導力の向上
・生徒が主体的に学びを深め合う授業
・人間としてのよりよい生き方につい
て考えを深めていく生徒の育成


